
3認

　

達
今
逡
来
也
。
（
同
士
予
八
・
六
）

　

作
答
大
島
誠
大
書
、
致
之
永
山
千
八
（
同
十
三
・
八
・
十
）

「
余
奉
朝
請
」
と
あ
る
の
は
天
保
十
三
年
（
時
に
恢
堂
年
七
十

二
歳
）
三
月
幕
府
召
見
の
命
あ
り
、
四
月
朔
入
っ
て
将
軍
に
謁

見
し
た
事
を
斥
す
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
恢
堂
日
歴
に
見
ゆ
る
贅
川
・
桃
年
の
事
ど
も
で
あ
る

が
、
之
か
ら
も
贅
川
・
桃
年
父
子
二
代
の
畢
生
事
業
と
も
い
ふ

べ
き
史
記
考
異
に
、
僚
堂
の
少
な
か
ら
ざ
る
感
化
が
あ
っ
た
事

を
想
見
す
る
の
で
あ
る
。
た
ゞ
資
料
を
日
歴
に
限
っ
た
篤
め
に

説
い
て
詳
ら
か
な
ら
ぬ
所
が
多
く
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
又
も
と

も
と
大
島
君
の
「
贅
川
・
桃
年
父
子
の
史
記
考
異
に
就
い
て
」

を
少
し
で
も
補
ひ
得
れ
ば
と
考
へ
て
抽
書
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
内
容
も
無
味
乾
燥
に
た
っ
た
。
大
方
の
諒
承
を
得
た

い
。

　
　
　
　

柔
甘
に
就
い
て

　

明
史
や
明
蜜
録
の
西
蔵
開
係
の
史
料
に
は
屡
々
柔
甘
と
云
ふ

地
名
が
見
え
る
。
賞
録
を
例
に
と
る
と
洪
武
七
年
十
二
月
甲
午

の
條
に
、

　

上
以
員
外
郎
許
允
徳
使
菜
甘
篤
斯
蔵
。

　
　

、

と
あ
る
。
捻
の
１
　
は
ｕ
e
i
で
あ
る
か
ら
直
に
誤
と
す
る
わ
け
に

は
行
か
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
実
録
中
か
ｘ
る
例
は
他
に
発
見

*
松
崎
簾
堂
、
名
は
復
、
字
は
明
復
、
聳
堂
は
そ
の
鯖
、
肥
後
の
人
。

　

明
和
八
年
（
皇
紀
二
四
三
二
に
生
れ
、
弘
化
元
年
（
皇
紀
二
五
〇

　

四
）
に
歿
す
。
享
年
七
十
四
。
そ
の
闇
歴
は
猟
谷
宕
陰
の
「
惨
堂

　

松
崎
先
生
行
述
」
、
海
野
石
窓
の
「
掛
川
数
数
授
謙
堂
松
崎
先
生
応

　

表
」
に
詳
し
。

＊
＊

　

『
日
本
数
育
史
資
料
』
に
「
明
倫
堂
助
数
一
一
西
坂
衷
（
銃
成
庵
）

　

ア
リ
紺
義
二
精
シ
著
書
数
巻
ア
リ
門
人
尤
多
シ
、
永
山
平
等
モ
初

　

タ
其
門
二
學
フ
」
と
あ
り
。
西
坂
の
助
数
に
韓
じ
た
こ
と
は
謙
堂

　

日
歴
天
保
十
・
二
・
十
一
に
も
見
ゆ
。
そ
の
門
人
永
山
平
は
日
歴

　

に
云
ふ
永
山
平
八
で
あ
る
。

　

『
日
本
数
育
史
資
料
』
に
は
喩
川
に
開
し
て
も
次
の
如
く
記
し
て

　

ゐ
る
。
「
治
脩
（
加
賀
落
第
十
一
世
主
）
ノ
時
二
至
り
大
島
維
直

　

『
誄
贅
川
す
撰
抜
ス
維
直
昌
軍
備
こ

　

リ
明
倫
堂
助
』
屏
ク
有
泰
（
第
十
三
世
）
／
世
二
至
り
都
講
二
進

　

ム
」

　
　
　
　
　
　

Ｎ

　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昭
和
十
五
年
七
月
二
十
五
日
稿
了
）

出
来
な
い
か
ら
お
そ
ら
く
は
烏
の
誤
で
あ
ら
う
。
同
じ
く
実
録

の
洪
武
二
年
五
月
甲
午
朔
の
條
に
、

　

澄
使
持
詔
読
吐
蕃
…
…
使
者
至
吐
萎
、
吐
蕃
未
印
諮
命
、
肺

　

復
逡
腕
西
行
省
員
外
郎
許
允
徳
、
往
詔
論
之
。

と
あ
る
の
と
對
撫
し
て
弟
甘
烏
斯
蔵
｀
が
明
か
に
叱
蕃
の
範
圏
に

含
ま
れ
る
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
此
の
中
烏
斯
蔵
が
｀
Ｆ
芸
り
ｇ

の
昔
課
で
清
代
の
衛
蔵
な
る
言
葉
に
常
り
、
（
6
8
頁
へ
績
く
）
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が
出
来
な
い
元
代
特
有
の
投
下
の
内
容
が
示
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
印
ち

　

支
那
内
地
に
於
て
は
官
僚
的
封
建
國
家
が
一
度
樹
立
さ
れ
た
後
な
の
で
、

　

結
局
蒙
古
人
の
支
配
下
に
落
ち
た
と
は
云
へ
元
朝
の
國
家
は
官
僚
的
封
建

　

制
を
認
め
ざ
る
を
得
ず
、
遊
牧
的
封
建
制
と
農
耕
的
封
建
制
と
此
の
一
一
つ

　

の
異
っ
だ
も
の
の
上
に
投
下
職
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
元
朝
に
於
て
は

　

遊
牧
封
建
制
の
も
と
に
、
領
邑
即
ち
本
投
下
は
ｘ
ド
ッ
ク
を
媒
賠
と
し
て

領
主
の
部
曲
を
構
成
し
、
純
粋
な
封
建
集
團
に
化
し
て
行
き
、
農
耕
地
帚

　

の
そ
れ
は
前
者
の
維
持
又
は
補
足
的
な
纏
済
地
盤
と
し
て
晟
達
し
た
。
こ

。
の
や
う
な
腱
質
の
過
程
に
投
下
の
意
義
の
饗
化
は
生
じ
、
特
に
本
投
下
を

指
す
場
合
は
愛
馬
な
る
蒔
呼
が
用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
る
。
つ
ま
り
投
下

よ
り
愛
馬
な
る
移
行
の
道
程
は
民
族
的
千
戸
制
度
が
封
建
的
愛
馬
制
度
に

翌
展
し
た
事
を
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
以
上
は
論
文
の
大
要
で
あ
る
が

投
下
に
就
い
て
は
此
ま
で
安
部
小
林
爾
氏
の
論
考
が
若
干
あ
り
、
安
部
氏

は
投
下
の
語
源
を
犀
利
な
る
観
察
眼
を
以
て
徹
底
的
に
究
明
し
、
小
林
氏

又
小
論
乍
ら
重
要
史
料
に
着
目
し
て
其
の
研
究
は
漸
次
進
展
し
っ
ｘ
あ
っ

た
。
今
村
上
氏
の
此
の
論
文
は
其
等
を
綜
合
じ
て
着
官
な
る
方
法
と
爾
重

な
る
考
察
を
以
て
蒙
古
祀
會
の
根
本
的
問
題
た
る
投
下
の
全
貌
を
巴
を
上

が
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
氏
は
手
許
に
あ
る
貧
弱
な
史
料
に
よ
っ
て
敢
て

臆
測
を
め
ぐ
ら
し
た
と
謙
遜
し
て
居
ら
れ
る
が
、
今
後
の
蒙
古
肝
究
に
此

の
論
文
が
呉
へ
る
示
唆
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
ｙ
。
本
學
報
第
一

の
力
作
と
し
て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

本
琥
に
は
此
の
他
「
撹
都
終
焉
の
年
次
に
就
い
て
」
（
岩
村
忍
）
、
「
外

蒙
古
内
西
遊
記
の
考
瞭
」
（
ク
レ
メ
ン
ツ
。
稀
磨
損
吉
譚
）
の
一
一
つ
及
び

Ｈ
ａ
ｒ
Ｊ
ａ
ｎ
　
｡
　
Ｃ
ｅ
ｎ
t
ｒ
a
l
　
Ａ
ｓ
i
a
.
　
　
Ｍ
ｅ
　
Ｇ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｎ
｡
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｅ
ａ
ｒ
l
ｙ
　
E
m
p
i
ｒ
ｅ
　
ｏ
ｆ

Ｃ
ｅ
ｎ
t
ｒ
a
l
　
Ａ
ｓ
i
a
の
紹
介
が
あ
る
°
　
Ｍ
ｅ
　
Ｇ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｎ
の
著
に
就
い
て
は
「
ピ

タ
カ
」
に
現
在
脆
詳
連
載
さ
れ
っ
ｘ
あ
る
事
を
付
記
し
よ
う
。
概
観
す
れ

ば
本
銃
は
元
の
研
究
が
座
倒
的
に
多
い
。
而
し
て
宗
教
開
係
の
も
の
が
一

つ
も
な
い
。
蒙
古
は
地
域
的
に
も
歴
史
的
に
も
廣
大
で
あ
る
。
今
後
は
種

種
な
る
方
面
か
ら
の
拾
討
が
内
容
に
盛
ら
れ
る
事
で
あ
ら
う
。
自
然
科
學

方
面
の
研
究
も
考
慮
さ
れ
て
居
る
と
聞
く
。
将
残
の
酸
展
を
望
ん
で
や
ま

ぬ
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
佐
藤
長
〕

（
四
十
二
頁
よ
り
絞
く
）

今
の
中
央
及
び
西
部
西
蔵
を
指
す
も
の
な
る
事
は
Ｂ
ｒ
ｅ
t
ｓ
ｃ
ｈ
ｎ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ｒ
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等
が
既
に
辿
べ
尤
所
で
あ
る
が
、

柔
甘
は
何
に
富
る
で
あ
ら
う
か
。
柔
甘
烏
斯
蔵
で
吐
蕃
を
意
味
し
、

明
史
兵
志
等
で
は
西
蕃
の
條
に
最
高
の
軍
司
令
部
と
し
て
烏
斯
蔵
都

指
揮
使
司
と
共
に
弟
甘
都
指
揮
使
司
が
置
か
れ
記
事
を
云
っ
て
居
る

の
を
見
れ
ば
柔
甘
は
東
部
西
繭
を
指
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
の
想
像

は
直
に
起
っ
て
来
る
。
お
そ
ら
く
弟
は
ｍ
Ｄ
ｏ
で
今
日
の
青
海
か
ら

Ａ
ｍ
ｄ
ｏ
地
方
へ
か
け
記
所
、
甘
は
Ｋ
ｈ
ａ
ｍ
ｓ
で
ｓ
Ｄ
ｅ
-
ｄ
ｇ
ｅ
よ
｡
0
.

Ｂ
ａ
-
ｔ
ｈ
ａ
ｎ
に
か
け
た
地
方
印
ち
現
在
西
康
省
（
此
の
康
は
明
か
に

Ｋ
ｈ
ａ
ｍ
ｓ

　
４

'
<
-
ｒ
>
来
て
居
る
）
と
な
っ
て
ゐ
る
方
面
を
指
し
記
も
の
で

あ
ら
う
。
つ
ま
り
柔
甘
は
烏
斯
蔵
と
同
じ
く
ｍ
Ｄ
ｏ
-
Ｋ
ｈ
ａ
ｍ
ｓ
　
ｔ
＊
る

合
成
語
と
考
べ
ら
れ
る
。
ｍ
Ｄ
ｏ
｡
　
Ｋ
ｈ
ａ
ｍ
ｓ
｡
　
ｄ
Ｂ
ｕ
ｓ
｡
　
ｇ
Ｔ
ｓ
ａ
ｉ
ｉ
.
は
相
共

に
並
ん
で
西
蔵
史
料
に
も
よ
く
出
て
来
る
地
方
名
で
あ
る
。
（
佐
藤
）
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